
省CO2、環境への取り組みの先導を目指して！
新潟日報メディアシップeco倶楽部

【忘れ物の傘の再利用】
新潟日報メディアシップ内の忘れ物の傘は、一定期間忘れ物として保管し、期
間を過ぎた傘はビル関係者用の置き傘として再利用。

令和7年度活動

1.リデュース 2.リユース

3.リサイクル

【ゴミの分別によるリサイクルへの取り組み】
新潟日報メディアシップでは、ゴミの分別を館内規則にて定め、
館内から排出されるゴミの分別に取り組んでいる。具体的には、
館内から排出される段ボール、シュレッダー古紙、上質紙、新聞
紙、パンフレット等の雑誌については、リサイクルボックスに入
れていただきリサイクル回収しています。
また、年2回のテナントへの報告会で廃棄物排出量実績の報告を
しており、どれくらい資源化できたか報告することで、テナント
への理解の増進もしております。 廃棄物排出量実績報告

【館内の設備機器の長期使用】
新潟日報メディアシップ内で使用している電気・空調・衛生設備
機器は、長期使用を見据え修繕計画を組み、修理による長期使用
に取り組んでいる。
また、積極的に省エネ機器の使用に取り組んでいる。

忘れもの傘の利用
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４.SDGｓの取り組み

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

すべての人に
健康と福祉を

ジェンダー平等を
実現しよう

パートナーシップで
目標を達成しよう

新潟日報メディアシップeco倶楽部では、ゴール3、ゴール5、ゴール7、ゴール17を目指しています。
2020年にSDGｓ宣言をし、その宣言を基に取り組んでいます。

新潟日報メディアシップeco倶楽部では、ペットボトルキャップ回収活動を行っ
て、「世界の子どもにワクチンを日本委員会」を通じ世界の子どもにポリオワ
クチンを届ける寄付活動に参加しています。
累計実績として約383人分のポリオワクチンの提供に協力しました。

新潟日報メディアシップeco倶楽部の活動は、性別・役職にとらわれず誰でも参
加出来る取り組みを行っています。
萬代橋チューリップフェスティバルの球根植え付け会として、テナントに呼び
かけ、性別・役職を問わず多くの方に参加いただき、活動を実施しました。

新潟日報メディアシップは、建物全体で省CO2化に取り組んでいます。太
陽光発電によるクリーンエネルギーの使用、コージェネレーションシステ
ムによるエネルギー効率の高い電気・熱の利用や、屋上・壁面緑化などと
ともに、建物内の照明のLED化や人感センサーによる照明制御を行い一般
家庭約240世帯分のCO2削減を行っています。

新潟日報メディアシッアeco俱楽部では、多種多様な企業・団体と共に新
潟市が開催する萬代橋チューリップフェスティバルへの参加や、ペットボ
トルキャップ回収活動、省CO２活動などを協力して行っています。
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